
《5》 広報によど川 7月号

ま ち の 話 題

知事が仁淀高校にやってきた！！
６月15日　地域の課題や現状を住民と話し合う、

本年度第一回「対話と実行」座談会が仁淀高校

で行われ、尾 正直知事や中沢卓史県教育長ら

が参加しました。仁淀高生２、３年生28人が「水

質調査」「地域再生」「郷土料理」など６テー

マについて発表。「地元の特産品を県内で流通

させたい」「お茶を使ったクッキーを販売して

いく」などの発言に、知事と県教育長が時折身

を乗り出して聞き入っていました。

　最初は緊張していた生徒も「知事になるには

どうしたらいいのか」「知事の仕事で大変なこ

とは何か」「知事になってよかったことは」な

ど積極的に質問し、予想外の質問に知事がしば

し考え込むような場面もありました。

　また、「なぜ、仁淀高が廃校になるのか」「校

舎はどうなるのか」という質問には、尾　知事、

中沢教育長とも生徒数減少での教育効果の低下

を説明、「校舎については地権者との話し合い

により取り壊しもありうる」と答え、生徒らは淋

しそうな表情をうかべながらも真剣に聞き入って

いました。

釜炒り茶作りと田舎料理で大満足！

秋
葉
の
里
で
茶
摘
み
体
験

５
月
24
日
　「
秋
葉
ま
つ
り
の

里
を
元
気
に
す
る
会
　
え
ん
こ

巌
（
中
越
伊
　
夫
会
長
）
」
主
催

の
茶
摘
み
体
験
が
行
わ
れ
、
遠

く
は
高
松
市
か
ら
の
参
加
者
を

含
み
総
勢
二
十
九
人
で
し
た
。

　
当
日
は
素
晴
ら
し
い
天

候
に
恵
ま
れ
、
参
加
者
ら

は
え
ん
こ
巌
の
ス
タ
ッ
フ

と
と
も
に
、
額
に
汗
し
な

が
ら
別
枝
の
茶
園
で
手
摘

み
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
旧
別
枝
中
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
茶
を
釜

炒
り
・
手
揉
み
し
、
む
し

ろ
に
広
げ
て
干
し
ま
し

た
。

　
お
昼
ご
飯
は
地
元
の
秋

葉
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
と

え
ん
こ
巌
調
理
部
が
協
力

し
、
お
に
ぎ
り
や
山
菜
、

そ
う
め
ん
、
い
り
も
ち
な

ど
手
作
り
の
田
舎
料
理
が

並
び
参
加
者
に
と
て
も
好
評
で

し
た
。
お
土
産
用
の
煎
茶
や
い

り
も
ち
、
こ
ん
に
ゃ
く
も
よ
く

売
れ
ま
し
た
。

　
茶
の
乾
燥
を
待
つ
間
に
、
岩

屋
川
渓
谷
の
散
策
も
し
ま
し
た
。

新
緑
に
彩
ら
れ
た
渓
谷
の
大
岩

や
、
土
佐
の
名
水
40
選
に
も
選

ば
れ
た
清
流
が
流
れ
こ
む
滝
を

見
て
歩
き
、
大
自
然
を
満
喫
し

ま
し
た
。
暑
い
一
日
だ
っ
た
の

で
、
渓
谷
の
涼
し
い
風
が
心
地

よ
か
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
参
加
者
は
手
作
り
の
釜
炒
り

茶
を
手
に
、
疲
労
感
を
吹
き
飛

ば
す
晴
れ
や
か
な
表
情
で
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

釜
炒
り
作
業

知
事
の
前
で
研
究
の
成
果
を
発
表

「
秋
葉
ま
つ
り
の
里
を
元
気

に
す
る
会
　
え
ん
こ
巌
」

　
え
ん
こ
巌
は
昨
年
の
四

月
に
発
足
し
た
グ
ル
ー
プ

で
す
。
旧
別
枝
中
学
校
卒

業
生
が
中
心
と
な
り
、
高

齢
化
の
進
む
別
枝
地
区
を

何
と
か
元
気
に
し
た
い
と

活
動
し
て
い
ま
す
。
発
足

し
て
ま
だ
一
年
ち
ょ
っ
と
で
、

イ
ベ
ン
ト
を
す
る
に
し
て
も
、

ま
だ
ま
だ
課
題
が
山
積
み

で
す
。
地
域
の
方
や
地
域

外
に
い
る
出
身
者
の
皆
さ
ん
、

イ
ベ
ン
ト
の
お
客
様
、
行

政
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
応
援
し
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
た
め

に
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

高
校
生
の
質
問
に
タ
ジ
タ
ジ
？



広報によど川 7月号 《6》

自慢の清流を守ろう！川のクリーン作戦
ま ち の 話 題

５月23日　町内の川をもっときれいにしようと

「仁淀川クリーン作戦ｉｎ仁淀川町」が行われま

した。地域住民や池川中学校の生徒ら約230人が

参加し土居川・安居川などで川や河原の清掃に約

２時間半汗を流しました。

 「仁淀川の緑と清流を再生する会（奥田英雄会

長）」などでつくる実行委員会主催で行われた今回

のクリーン作戦には、協賛のアサヒビール株式会社

（四国地区本部）の社員ら64人も参加しました。

　今年は昨年より範囲を広め、富岡橋と岩丸橋の

上流を清掃したこともあり、軽トラック３台分も

のさまざまな種類のゴミが回収されました。

　閉会式のあと実行委員会が用意してくれた昼食

を食べながら、お互いの労をねぎらいました。

６
月
18
日
　
高
知
県
庁

西
庁
舎
で
ア
サ
ヒ
ビ
ー

ル
株
式
会
社
「
四
国
の
水
・

森
に
感
謝
」
寄
付
受
入

式
が
行
わ
れ
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
株
式
会
社
高
知

支
社
の
加
藤
貴
之
支
社

長
か
ら
「
仁
淀
川
の
緑

と
清
流
を
再
生
す
る
会
」

に
寄
付
金
の
目
録
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

 

「
四
国
の
水
・
森
に
感

謝
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、

期
間
中
対
象
商
品
の
売

り
上
げ
の
一
部
（
一
缶

一
円
）
を
四
国
四
県
の

環
境
保
全
活
動
に
取
り

組
む
団
体
に
寄
付
す
る

と
い
う
も
の
で
、
今
年

で
二
年
目
に
な
り
ま
す
。

高
知
県
で
は
本
町
の
「
仁

淀
川
の
緑
と
清
流
を
再

生
す
る
会
」
が
選
定
さ

れ
て
お
り
、
同
会
で
は

こ
の
寄
付
金
を
基
に
仁

淀
川
の
清
流
保
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
は
十
月
に
安
居

渓
谷
へ
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
桜

植
樹
を
実
施
、
十
一
月

に
は
同
会
の
発
足
八
周

年
を
迎
え
、
間
伐
が
自

然
環
境
に
与
え
る
影
響

な
ど
を
学
ぶ
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定

で
す
。

”仁
淀
川
の
緑
と
清
流
を

再
生
す
る
会
“に
支
援

対象商品の１缶１円を寄付
〈アサヒビール〉

◇
一
般
寄
付
金

　
西
森
　
和
友
様
（
福
山
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
、
町
行
政
に
有
意
義

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◇
広
報
寄
付
金

　
西
森
　
準
典
様
（
高
槻
市
）

　
岡
本
　
利
光
様
（
い
の
町
）

　
片
岡
　
雄
良
様
（
佐
川
町
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
、
広
報
発
行
に
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

仁
淀
川
町
役
場

◇
社
会
福
祉
協
議
会

　
大
西
　
文
雄
様
（
土
居
甲
）

　
藤
原
　
生
一
様
（
高
知
市
）

　
ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お

受
け
し
、
社
会
福
祉
事
業
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。仁

淀
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

ご
寄
付
の
お
礼

清
流
保
全
活
動
に
2
3
0
人
が
集
結



《7》 広報によど川 7月号

物
部
川
・
仁
淀
川
水
防
演
習

に
２,
４
０
０
人

５
月
24
日
　
南
国
市
物
部
川
河
川
敷
で
国
土
交

通
省
が
主
催
す
る
「
物
部
川
・
仁
淀
川
水
防
演

習
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
物
部
川
、
仁
淀
川

流
域
で
一
千
㍉
を
超
え
る
雨
量
を
観
測
し
た
と

の
想
定
で
、
両
岸
流
域
の
市
町
村
や
関
係
機
関
、

一
般
参
加
者
ら
約
二
千
四
百
人
が
参
加
し
、
水

防
工
法
や
人
命
救
助
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
も
、
仁
淀
川
町
消
防
団
か
ら
合
田

幸
市
郎
副
団

長
を
班
長
と

し
団
員
二
十

人
が
参
加
、

木
流
し
工（
増

水
に
よ
り
崩

れ
そ
う
に
な

っ
た
法
面
を

守
る
工
法
）
、

積
み
土
の
う

工
（
増
水
等

に
よ
り
水
が

堤
防
を
越
す
よ
う
に
な
っ
た
場
合
に
防
ぐ
工
法
）

を
実
施
。
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
、

迅
速
か
つ
正
確
に
各
水
防
工
法
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。

　
ま
た
藤
　
富
士
登
町
長
も
、
高
知
県
知
事
や

各
市
町
村
長
と
と
も
に
、
土
の
う
作
り
に
汗
を

流
し
ま
し
た
。

本町団員２０人も訓練の成果を発揮

　町内のし尿・浄化槽汚泥等の収集（汲みとり）

は佐川町、越知町、仁淀川町で組織する高吾北広

域町村事務組合（高吾北衛生センター　越知町越

知甲４１番地）の委託及び許可業者により行われ

ています。

　住民からの要望（便槽が満杯、浄化槽の不具合

等により緊急に収集してほしい）により、高吾北

衛生センターの休業日に収集に行く場合もありま

すが、し尿については緊急性を要しない場合が多

く見受けられます。

　高吾北衛生センターの休業日には緊急な場合を

除き収集できませんので、必ず便槽が満杯になる

前に対応し、し尿収集の休業日にご理解とご協力

をお願いします。

 

高吾北衛生センターの休業日

 土日、国民の祝日、年末年始（１２月３０日

から翌年の１月３日）

　２６・０３０５

休業日のし尿・浄化槽汚泥等の収集について
高吾北衛生センターからのお願い

　清涼飲料・酒類・乳飲料等の飲料用、しょうゆ

等の特定調味料用のペットボトルには、ラベル部

分やボトルの底に下のマークがついています。     

         

　　　マークがついている容器などとは分別し、

資源ごみ指定袋に入れて排出してください。

※２００８年４月から、指定ペットボトルの５品目

が追加されました。      

 ●しょうゆ加工品（めんつゆ等）      

 ●みりん風調味料　　●食酢　　●調味酢   

 ●ドレッシングタイプ調味料（ノンオイル）

分別収集にご協力ください

□おわびと訂正□
　広報６月号12ページ「柔道大会で健闘」の記事で、６年生女子２位西森さんの字に誤りがありました。

正しくは西森千絵さんです。おわびして訂正いたします。

ペットボトルの識別表示マーク

←ＰＥＴボトル

（資源ごみ）には

このマークがつい

ています。



広報によど川 7月号 《8》

「仁淀川町長選挙」のお知らせ

大西小校友会総会のご案内

　
七
月
十
三
日
（
月
）
か
ら
、
事
務
所
が
仁
淀

川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
大
崎
）
に
移
転
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
通
り
、
介
護
予
防
支
援
事
業
所
（
介

護
認
定
で
要
支
援
１
、２
に
な
っ
た
方
の
支
援
）

や
介
護
予
防
事
業
に
お
誘
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が

安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
地
域

ぐ
る
み
で
支
え
て
い
く
た
め
の
拠
点
と
な
る

機
関
で
す
。
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
社
会

福
祉
主
事
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
保
健
師
ら

が
協
力
し
合
い
訪
問
も
さ
せ
て
頂
く
な
ど
、

適
切
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
「
介
護
や
健
康
の
こ
と
で
悩
ん

で
い
る
」
「
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に
あ

っ
て
し
ま
っ
た
」
「
近
所
の
高
齢
者
の
方
が

心
配
」
「
高
齢
者
が
虐
待
に
あ
っ
て
い
る
か

も
」
な
ど
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
新
事
務
所
】

 
仁
淀
川
町
大
崎
３
９
３
―
５

 
　
３
５
・
０
８
８
０

 

FAX
３
５
・
０
２
２
８

お 知 ら せ コ ー ナ ー

 仁淀川町長選挙が下記の日程で行われます。

　　告示日：平成21年7月28日（火）
　　投票日：平成21年8月  2日（日）
※投票日当日に投票に行けない方は、７月29日（水）から８月１日（土）まで役場本庁、

各総合支所、各出張所で期日前投票ができます。（長者出張所は７月31日（金）まで）

 仁淀川町長選挙に立候補や推薦をする予定の方を対象に、下記の日程で候補者説明会

を開催しますのでご参集ください。

 　日時 ： 7月14日（火）午前10時から　場所 ： 仁淀川町立中央公民館3階会議室

問い合わせ　仁淀川町選挙管理委員会（担当：久原）

 　　　　　　０８８９・３５・０１１１　FAX０８８９・３５・０５７１

　第28回大西小校友会総会を下記の通り開催します。大

西小学校が統合して44年経過しましたが、二宮金次郎の

像は今も古き学びやの跡を見守ってくれています。童心に

帰って語らいませんか。旧友を誘って多数ご参加いただき

ますようご案内申し上げます。

日　　時：８月16日（日）正午から

場　　所：大西多目的集会所

参 加 費：男性３，５００円、女性２，５００円

申込期日：８月11日（火）

昨
年
の
参
加
者

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が

移
転
し
ま
す

新しい事務所は「仁淀川町
保健センター」の１階です

投票日
8/2
（日）




